
「滋賀県翻訳・多言語対応ガイドライン（案）」に対して提出された意見と 

それらに対する県の考え方について 

1. 意見・情報の募集結果 

 平成 30 年 1 月 30 日（火）から平成 30 年 3 月 1 日（木）までの間、滋賀県民政策コ

メント制度に関する要綱に準じて、「滋賀県翻訳・多言語対応ガイドライン（案）」につ

いての意見の募集を行った結果、5名の方から計 7件の意見が寄せられました。 

 これらの意見等について、内容ごとに整理し、それらに対する考え方を別紙のとおり

まとめました。 

 なお、取りまとめにあたり、提出された意見の一部は、趣旨を損なわない範囲で内容

を要約したものとしています。 

 また、意見の該当ページは、「滋賀県翻訳・多言語対応ガイドライン（案）」によって

います。 

2. 提出された意見の内訳 

項目 意見 市町 

翻訳・多言語対応 3つの基本姿勢 1 件 ‐ 

翻訳・多言語対応 15 の留意点 ‐ ‐ 

1. 対象言語の選定 ‐ ‐ 

2. 翻訳 ‐ ‐ 

3. 媒体の掲載 2 件 ‐ 

4. 役割分担 1 件 ‐ 

翻訳・多言語対応チェックリスト ‐ ‐ 

全体・その他 2 件 1 件 

合計 6 件 1 件 

3. 意見の内容と、それらに対する考え方 

別紙のとおり 

4. 滋賀県翻訳・多言語対応ガイドライン（修正後） 

別添のとおり 

5. 今後の予定 

3 月 12 日 厚生・産業常任委員会 報告 

3 月下旬  「滋賀県翻訳・多言語対応ガイドライン」策定 

（参考）これまでの経過 

平成29年 5 月～11月 意見交換会「多言語・翻訳アワーin滋賀」を4回開催 

 12月28日～1月15日 ガイドライン（素案）について庁内への意見照会 

平成30年 1 月 25 日 厚生・産業常任委員会へガイドライン（素案）を報告 

 1 月 30 日～3月 1日 パブリックコメントの実施 
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「滋賀県翻訳・多言語対応ガイドライン（案）」に対する意見と、それらに対する考え方 

No 頁 意見・情報等（概要） 意見・情報等に対する考え方 

1. 対象言語の選定 

1 8 「当事者」とは誰のことを指すのかわかりにくい

ので、簡単に説明して例示してはどうか。 

ご意見を踏まえ、本文の記載に以下の説明を

加えます。 

「当事者とは訳語の対象を管理する者を指しま

す。例えば、滋賀県庁の部署名の訳語であれ

ば、滋賀県庁が当事者になります。」 

3. 媒体の掲載 

2 13 案内板は、丸い取っ手をつけ、引っ張ると日本

語訳が蛇腹折りか、ストレートに出るようにす

る。日本語訳はいろいろな模様や色の和紙で

作り、細筆や筆ペンの美文字で表記すると、日

本文化を味わえてよいと思う。 

ガイドラインでは、「可読性・視認性・判読性を

重視したデザインを心がける」までに言及を留

め、具体的な表現方法・演出については、各ケ

ースによって柔軟に検討していただけるようにし

ています。 

3 15 多言語対応の可能な CMS（例）の紹介につい

て、Drupal のみ非公式のサイトのアドレスが参

照されている。他の CMS では公式サイトが参照

されていることから、Drupal についても同様の対

応をしてはどうか。 

ご意見を踏まえ、以下のとおり修正します。 

（修正前） 

「drupal.jp」 

（修正後） 

「https://www.drupal.org」 

4. 役割分担 

4 20 機械翻訳サービスの利用規約については、訳

語の使用に関する知的財産権にあたって明記

されていないことが多いことから、利用規約を

読む旨明記してはどうか。 

ご意見を踏まえ、本文の記載に以下の説明を

加えます。 

「なお、機械翻訳サービスを用いた訳語の使

用・掲載にあたっては、サービスの利用規約を

読み、知的財産権などについて問題がないこと

を確認しましょう」 



「滋賀県翻訳・多言語対応ガイドライン（案）」に対する意見と、それらに対する考え方 

No 頁 意見・情報等（概要） 意見・情報等に対する考え方 

全体・その他 

5 

（
全

体)
 

外国人にとってわかりやすい訳語であること、

翻訳者の作業負担を減らして円滑な翻訳作業

環境を作ることは、多言語情報作成のニーズ

が高まるなかで重要な視点である。そのような

環境を整える点においても、「滋賀県翻訳・多

言語対応ガイドライン」の役割に期待したい。 

このガイドラインがより実用的なものとなるため

には、各地でこのガイドラインが活用され、その

経験の共有によって更に見直しが進んでいくこ

とが重要と考えます。 

今後、そのような取組の実施も検討してまいり

たいと考えています。 

6 

（
全

体)
 

今回のガイドラインの本格的な運用開始にあた

って、できれば実践的なワークショップ等の機

会を設けていただくなど、多くのみなさんの理

解・活用が浸透していけるようにお図りいただき

たい。 

7 

（
全

体)
 

本文中で Web サイトの表記がすべてドメイン名

から始まっており、URL として必要な http:// も

しくは https:// が抜けている。URL スキームの

記載は技術面で非常に重要であることから、表

記を勧める。 

ご意見を踏まえ、本文中のWebサイトの表記に

ついて、すべて URL スキームを付記したものに

修正します。 

 

 


